正倉院文書の訓読と注釈　月借銭解編　第八分冊 by 宮川 久美
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その他：西宮市空家等対策計画平成 29 年度～平成 33 年度；西宮市環境局環境総括室
pp.1-76 平成 29.7 共著
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学会発表 奈良県難病ピアカウンセリング事業の立ち上げにみる社会的意義：難病仲間の
支えあいから社会的な共生の動きへ；日本保健医療行動科学会第 32 回学術大会           
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布師千尋月借銭解二十二ノ一続続修四十―一裏第紙
81
103
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。合
壹佰文〈一月の利は十五文〉右件の錢者一箇 を限りて本利并せて進上せむ。仍りて具さに状を注みぎ
は
して謹みて解す。
寳龜四年五月十二日布師千尋
「員に依りて行へ葛井典」（別筆・朱）「七月十三日を以て一百卅文を納む。〈一百文は本。卅文は二月之利〉（返済記録・朱）一百文〈借上〉
｣
注釈右
件
二字で「みぎ」と読む。の注釈「右件」参照
1
一
箇
月
「箇」の字体は「筒」に作る。写真参照。
本
利
并
「并本利 が正格の語順。月借銭解中、との「并加本利」
30
49
のみ、正格の語順。の注釈「本利共備」参照。
1
布
師
千
尋
東大寺写経所官人。
月借銭解ではに見える。
参照。
ぬのしちひろ
31
36
55
67
81
31
『大日本古文書』は「布利」と翻刻しているが、「布師 の誤り。写真参照。葛
井
典
『日本古代の王権と社会』所収山下有美「月借銭再考」によれ
ば、「葛井典之」は造東大寺司主典葛井荒海が財源として提供した銭であることを記すの注釈「司」、の注釈 葛井典」参照。
1
10
一
百
文
〈
借
上
〉
これは返済記録ではなく、貸し出し時の記録ではない
か。「借上」は かしたてまつる」か。
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高向浄成月借銭解二十二ノ三八～三九続続修四十―一裏第紙
82
104
訓読文
寳龜四年五月卅日浄成謹みて状す
證高向小祖
「六月一日を以て員に依りて行へ葛井（別筆・朱）
上馬養」
「七月十一日を以て四百七十文を納む。〈四百文は本。七十文は一月又（返済記録・朱）十日の利〉」注釈高
向
浄
成
校生。清成にも作る。宝亀三年から宝亀五年に見える。月借
たかむこのきよなり銭解では このみに見える。高
向
小
祖
経師。月借銭解では
に見える。参照。
たかむこのこおや
17
19
22
74
75
82
88
17
葛
井
の注釈「葛井典」参照。81
一
月
又
十
日
利
『大日本古文書』は「又」を翻刻し落としている。写真
参照。＊この解は前欠である。
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（端裏続続修四十―二第紙）
31
に見える。
75
83
84
刑
部
廣
濱
装潢。
に見える。参照。
おさかべのひろはま
4
13
54
57
58
83
106
4
金
月
足
経師。月借銭解では
に見える。参照。
こむのつきたり
3
29
42
52
66
68
83
90
100
103
3
養
上馬養のサイン
端裏（続々
-
）
40
2
更借廿五貫未納三千三百廿文〈七百卅上、又一百■十六文〉（別筆・朱）
八木宮主月借銭解二十二ノ五一～五二続続修四十―二裏第紙
83
31
訓読文八木宮主解す。月借錢を請ふ事を申す。合はせて捌伯文。〈利は月別に百廿文〉
ごと
右は二箇月の内を限りて将に本利數の如く備儲して進上せむ。若し期月過ぎなば、料 布 賜はりて數に依りて進上せむ。仍りて状を注して以て解す。
寳龜四年七月十二日八木宮主
償人秦吉麻呂
刑部廣濱金月足
「員に依りて行へ養」（別筆・朱）「九月十九日、二百六十文を納む。〈二月又五日の利〉」（返済記録１・朱）「五年四 廿日を以て五百文を納む。〈利〉」（返済記録２・朱）「又同月廿八日、一千百文を納む。未だ上らざるは一千一百文〉」（返済記録３・朱）
たてまつ
注釈若
過
期
月
の注釈「若過期限」参照。1
賜
料
布
補注「料給時」参照。
八
木
宮
主
装潢。月借銭解では
に見える。参照。
やぎのみやぬし
13
43
57
58
75
80
83
13
償
人
債務者の逃亡如何に拘わらず支払い保証をする人。の注釈
1
「保」参照。秦
吉
麻
呂
経師。天平勝宝二年から宝亀四年に見える。月借銭解では
はたのよしまろ
59
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端裏
人々手有二十五貫一百九十（別筆・朱）
秦吉麻呂月借銭解二十二ノ五二～五三続続修四十―二裏第紙
84
30
（端裏続続修四十―二第紙）
30
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。
合はせて壹
佰文。〈利は十五文を加ふ〉
件の物者一箇月を限りて早く進納せむ。仍りて状を注して以て解す。
は
二月七日秦吉麻呂
「員に依りて行へ常上馬養」（別筆）「四月五日、且つは八十七文を上る。〈利は卅文。本は五十七文〉未（返済記録）
か
たてまつ
だ上らざるは卌三文〈本〉」「九月廿三日、卌三〔 〕を上る。」（返済記録）注釈一
箇
月
「箇」は「筒」に作る。写真参照。
秦
吉
麻
呂
経師。天平勝宝二年から宝亀四年に見える。月借銭解では
はたのよしまろ
59
に見える。
75
83
84
常
貸し出す金の財源を示している。の注釈「司」参照。
3
上
馬
養
校生・東大寺写経所領・案主・主典。宝亀年間の月借銭解は
うながし
ほとんど馬養が裁可している。参照。『大日本古文書』は「上馬甘」
1
に翻刻するが、誤り。写真参照。且
とりあえず、ひとまず、の意。
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84
常
貸し出す金の財源を示している。の注釈「司」参照。
3
上
馬
養
校生・東大寺写経所領・案主・主典。宝亀年間の月借銭解は
うながし
ほとんど馬養が裁可している。参照。『大日本古文書』は「上馬甘」
1
に翻刻するが、誤り。写真参照。且
とりあえず、ひとまず、の意。
奈良佐保短期大学研究紀要　第25号　2017年
― 11 ―
「充つ」（別筆６・朱）「三百文常二百文知識分」（別筆７・朱）「四月十三日、六百八十三文〔を納む〕〈五百は本〉」（返済記録１・朱）「四月十五日、五百廿四文を納む」（返済記録２・朱）「四月廿三日、一千三 十 〈一千文は本。三百六十文は二月（返済記録３・朱）又十二日の利〉」注釈大
友
路
麻
呂
経師・装潢。月借銭解ではに見える。参照。
おおとものみちまろ
21
32
61
85
21
「友」は一画多い字体。写真参照。舩
木
麻
呂
経師。月借銭解では
に見える。参照。
ふなきのまろ
26
49
63
85
86
102
26
中
臣舩
麻
呂
宝亀四年から宝亀六年に見える。月借銭解ではここのみに
なかとみのふ まろ見える。占
部
忍
男
経師。月借銭解では
に見える。参照。
うらべのおしを
14
49
62
85
97
102
14
酒
波
家
麿
経師。に見えるおよび参照。
さかなみのいへまろ
49
85
102
49
26
右
件
二字で「みぎ」と読む。の注釈「右件」参照。
1
生
死
同
心
結
の注釈の「右件六人等生死同心」および補注参照。9
望
料
給
時
「望」は「至」「到」に同じ。料を給わる時になったら、の意。
の注釈および補注参照。
1
4
本
利
具
備
元本も利息も備えて。の注釈「本利共備」参照。
1
注
状
具
「具注状」が正格の語順。の注釈「状具注」参照。
23
結
上
「生死同心結」とある、その「結」の筆頭者であることを言うか。
私
貸し出す金の財源を示している。の注釈「司」参照。
1
上
之
貸し出す金の財源を示している。「上」は「上馬養」。の注釈
1
経師大友路万呂等連署月借銭解二十二ノ三七七～三七八続続修四十―二裏第～紙
85
36
37
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。合はせて参貫文
大友路万呂一貫文〈質物布四端〉舩木麻呂五百文〈質物布二端〉中臣 万呂五百文〈質物布二端〉占部忍男五百文〈質物布二端〉酒波家万呂五百文〈質物布二端〉右件の錢は請ふ人等、生死同心に結び、料を給はらむ時を望みて本利みぎ具備して員に依りて将に進上せむ。仍りて状を具に注して謹みて以解す。
寳龜五年二月一日
結上大友路万呂
舩木麻呂中臣 麻呂占部忍男酒波家麻呂
「充つ」（別筆１・朱）「私」（別筆２・朱）「止」（別筆３・朱）「二月十日、 上之」（別筆４・朱）
かみなり
「止」（別筆５・朱）
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正倉院文書の訓読と注釈　月借銭解編　第八分冊
「充つ」（別筆６・朱）「三百文常二百文知識分」（別筆７・朱）「四月十三日、六百八十三文〔を納む〕〈五百は本〉」（返済記録１・朱）「四月十五日、五百廿四文を納む」（返済記録２・朱）「四月廿三日、一千三 十 〈一千文は本。三百六十文は二月（返済記録３・朱）又十二日の利〉」注釈大
友
路
麻
呂
経師・装潢。月借銭解ではに見える。参照。
おおとものみちまろ
21
32
61
85
21
「友」は一画多い字体。写真参照。舩
木
麻
呂
経師。月借銭解では
に見える。参照。
ふなきのまろ
26
49
63
85
86
102
26
中
臣
舩
麻
呂
宝亀四年から宝亀六年に見える。月借銭解ではここのみに
なかとみのふ まろ見える。占
部
忍
男
経師。月借銭解では
に見える。参照。
うらべのおしを
14
49
62
85
97
102
14
酒
波
家
麿
経師。に見えるおよび参照。
さかなみのいへまろ
49
85
102
49
26
右
件
二字で「みぎ」と読む。の注釈「右件」参照。
1
生
死
同
心
結
の注釈の「右件六人等生死同心」および補注参照。9
望
料
給
時
「望」は「至」「到」に同じ。料を給わる時になったら、の意。
の注釈および補注参照。
1
4
本
利
具
備
元本も利息も備えて。の注釈「本利共備」参照。
1
注
状
具
「具注状」が正格の語順。の注釈「状具注」参照。
23
結
上
「生死同心結」とある、その「結」の筆頭者であることを言うか。
私
貸し出す金の財源を示している。の注釈「司」参照。
1
上
之
貸し出す金の財源を示している。「上」は「上馬養」。の注釈
1
経師大友路万呂等連署月借銭解二十二ノ三七七～三七八続続修四十―二裏第～紙
85
36
37
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。合はせて参貫文
大友路万呂一貫文〈質物布四端〉舩木麻呂五百文〈質物布二端〉中臣 万呂五百文〈質物布二端〉占部忍男五百文〈質物布二端〉酒波家万呂五百文〈質物布二端〉右件の錢は請ふ人等、生死同心に結び、料を給はらむ時を望みて本利みぎ具備して員に依りて将に進上せむ。仍りて状を具に注して謹みて以解す。
寳龜五年二月一日
結上大友路万呂
舩木麻呂中臣 麻呂占部忍男酒波家麻呂
「充つ」（別筆１・朱）「私」（別筆２・朱）「止」（別筆３・朱）「二月十日、 上之」（別筆４・朱）
かみなり
「止」（別筆５・朱）
奈良佐保短期大学研究紀要　第25号　2017年
― 13 ―
陽侯史穂足等月借銭解二十二ノ三七八～三七九続続修四十―二裏第紙
86
38
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。合はせて壹貫漆佰陸拾文〈利は百文別に十五文を加ふ〉質物は布陸端陽侯史穂足貳伯文
壬生廣主貳伯文
葦浦継手壹伯文
中臣舩木舩麻呂貳〔伯〕文
音太部野上壹伯文
采女千縄壹伯陸拾文
卜部忍男壹伯文
桒内真公貳伯文
工清成壹伯文
物部吉麻呂壹伯文
「頭」（別筆１）「頭」（別筆２）「利六十（返済記録１）「六十四」（返済記録２）「利卅」（返済記録３）「利六十四（返済記録４）「利卅」（返済記録５）「利卌六
」
（返済記録６）「利卅二」（返済記録７）「六十二」（返済記録８）「卅」（返済記録９）「
卌一
」
（返済記録１０）注釈漆
佰
「漆」は「七」の大字。「佰」の字体は一画少ない。以下同。写
「司」参照。常
貸し出す金の財源を示している。の注釈「司」参照。
1
知
識
分
貸し出す金の財源を示している。の注釈「司」参照。「知
1
識」は結縁のため、造仏・写経などに私財を寄進すること。＊別筆とは大友路万呂についての貸出記録
1
2
＊別筆は舩木麻呂について貸し出ししなかったことの記録。名前も上
3
から墨で抹消されている。写真参照。＊別筆は中臣舩万呂について 貸出記録
4
＊別筆は占部忍男について貸し出ししなかったことの記録。名前も上
5
から墨で抹消されている。写真参照＊別筆とは酒波家麻呂についての貸出記録。
6
7
＊返済記録 もの。
1
＊返済記録は中臣舩麻呂につい のもの。
2
＊返済記録は大伴路万呂についてのも 。
3
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陽侯史穂足等月借銭解二十二ノ三七八～三七九続続修四十―二裏第紙
86
38
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。合はせて壹貫漆佰陸拾文〈利は百文別に十五文を加ふ〉質物は布陸端陽侯史穂足貳伯文
壬生廣主貳伯文
葦浦継手壹伯文
中臣舩木舩麻呂貳〔伯〕文
音太部野上壹伯文
采女千縄壹伯陸拾文
卜部忍男壹伯文
桒内真公貳伯文
工清成壹伯文
物部吉麻呂壹伯文
「頭」（別筆１）「頭」（別筆２）「利六十（返済記録１）「六十四」（返済記録２）「利卅」（返済記録３）「利六十四（返済記録４）「利卅」（返済記録５）「利卌六
」
（返済記録６）「利卅二」（返済記録７）「六十二」（返済記録８）「卅」（返済記録９）「
卌一
」
（返済記録１０）注釈漆
佰
「漆」は「七」の大字。「佰」の字体は一画少ない。以下同。写
「司」参照。常
貸し出す金の財源を示している。の注釈「司」参照。
1
知
識
分
貸し出す金の財源を示している。の注釈「司」参照。「知
1
識」は結縁のため、造仏・写経などに私財を寄進すること。＊別筆とは大友路万呂についての貸出記録
1
2
＊別筆は舩木麻呂について貸し出ししなかったことの記録。名前も上
3
から墨で抹消されている。写真参照。＊別筆は中臣舩万呂について 貸出記録
4
＊別筆は占部忍男について貸し出ししなかったことの記録。名前も上
5
から墨で抹消されている。写真参照＊別筆とは酒波家麻呂についての貸出記録。
6
7
＊返済記録 もの。
1
＊返済記録は中臣舩麻呂につい のもの。
2
＊返済記録は大伴路万呂についてのも 。
3
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二十二ノ三八一～三八二続続修四十―三裏第紙
87
13
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。
合はせて壹貫文〈利は人の進る如きなり〉質は家也
右件の錢は忽ち用ふる所有るに依りて一月之間請ふ所前の如し。仍りてみぎ事の状を注して葛万呂に附けて申送り、以て解す。
寳龜五年三月廿九日葛万呂に付く
謹みて上る経所 衙に主奴美努舩長状し上る
つかさ
たてまつ
紙の末に申す。舩長今間暇日甚だ多く有り 布を織り 参らむと欲す。
いま
可不之状を聞き食へむことを乞欲す。
かふのじよう
たま
ほっ
注釈右
件
二字で「みぎ」と読む。の注釈「右件」参照。
1
主
奴
差出所の自分の名前の上に付ける謙称。月借銭解中では他に「下
走」（）がある。正倉院文書中には他に「下情」「下民」「下族」
5
「下僧 「下任」「卑任」「後座」「末奴」「公奴」「奴」「奴代」「旅僧」「賤」「下官」（六ー五八三、十四ー六三）「下 下愚」等が見える。「下官」は『万葉集』（巻五ー八五三遊於松浦河序）にも見える。（『正倉院文書研究』四所収丸山裕美子「書儀の受容について
ー
正倉院文書に見る「書儀の世界」
ー
」一四八頁に詳しい。）
美
努
舩
長
経師。図書寮書生。式部省蔭孫。散従寮散位。河内国若江郡
みぬのふねながの人。姓を三濃、三野、三努、美濃にも作る。天平二十年から宝亀五年まで見える。月借銭解ではここのみに見える。今
間
このごろ、このところ。「間」は二つの事柄にはさまれた場所・
時間を意味する 「あたり・ころおい・時期 の意であ 今」「間」をつけた「今間」は正倉院文書中には二十六例見られるが、『古 真参照。陽
侯
史
穂
足
経師。陽胡・楊侯・楊胡にも作る。宝亀三年、奉写一切経
やこのふひとほたり所に出仕し、宝亀七年まで見える。月借銭解ではに見える。
19
75
71
86
壬
生
廣
主
経師。天平宝字五年～六年に見える。月借銭解ではに
みぶのひろしぬし
64
76
87
見える。葦
浦
継
手
経師。に見える。参照。
あしうらのつぎて
30
46
58
86
30
物
部
吉
麻
呂
造東大寺司の領。経師。に見える。参照。
もののべのきちまろ
うながし
46
86
46
中
臣
舩
木
舩
麻
呂
『大日古』は中臣舩木麻呂におこしている。『日本古
なかとみのふなき ふな代人名辞典』も、中臣舩木麻呂と ていて、中臣舩木舩麻呂とはしていない。中臣舩木麻呂は舩木直麻呂にも作る 中臣舩麻呂は宝亀四年から宝亀六年に見え、月借銭解ではに舩木麻呂とともに見える。
85
中
臣
舩
木
麻
呂
経師。月借銭解では
に見える。参照。
なかとみのふ きのまろ
26
49
63
85
86
102
26
音
太
部
野
上
経師。月借銭解では
に見える。参照。
おとべののがみ
38
45
60
95
106
38
采
女
千
縄
経師。宝亀五年から六年に見える。
うねめのちなは卜
部
忍
男
占部忍男か。占部忍男は月借銭解では
に見える。
うらべのおしを
14
49
62
85
97
102
桒
内
真
公
経師。宝亀二年から七年まで奉写一切経所に奉仕した。月借
くはうちのまぎみ銭解で
に見える。
15
21
28
62
76
86
93
95
102
工
清
成
経師。
に見える。巧にも作る。参照。
たくみのきよなり
7
10
20
38
79
86
7
＊左端は切断されて第紙に貼り継がれており、日付・裁可記録などが
37
なくなっている。
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二十二ノ三八一～三八二続続修四十―三裏第紙
87
13
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。
合はせて壹貫文〈利は人の進る如きなり〉質は家也
右件の錢は忽ち用ふる所有るに依りて一月之間請ふ所前の如し。仍りてみぎ事の状を注して葛万呂に附けて申送り、以て解す。
寳龜五年三月廿九日葛万呂に付く
謹みて上る経所 衙に主奴美努舩長状し上る
つかさ
たてまつ
紙の末に申す。舩長今間暇日甚だ多く有り 布を織り 参らむと欲す。
いま
可不之状を聞き食へむことを乞欲す。
かふのじよう
たま
ほっ
注釈右
件
二字で「みぎ」と読む。の注釈「右件」参照。
1
主
奴
差出所の自分の名前の上に付ける謙称。月借銭解中では他に「下
走」（）がある。正倉院文書中には他に「下情」「下民」「下族」
5
「下僧 「下任」「卑任」「後座」「末奴」「公奴」「奴」「奴代」「旅僧」「賤」「下官」（六ー五八三、十四ー六三）「下 下愚」等が見える。「下官」は『万葉集』（巻五ー八五三遊於松浦河序）にも見える。（『正倉院文書研究』四所収丸山裕美子「書儀の受容について
ー
正倉院文書に見る「書儀の世界」
ー
」一四八頁に詳しい。）
美
努
舩
長
経師。図書寮書生。式部省蔭孫。散従寮散位。河内国若江郡
みぬのふねながの人。姓を三濃、三野、三努、美濃にも作る。天平二十年から宝亀五年まで見える。月借銭解ではここのみに見える。今
間
このごろ、このところ。「間」は二つの事柄にはさまれた場所・
時間を意味する 「あたり・ころおい・時期 の意であ 今」「間」をつけた「今間」は正倉院文書中には二十六例見られるが、『古 真参照。陽
侯
史
穂
足
経師。陽胡・楊侯・楊胡にも作る。宝亀三年、奉写一切経
やこのふひとほたり所に出仕し、宝亀七年まで見える。月借銭解ではに見える。
19
75
71
86
壬
生
廣
主
経師。天平宝字五年～六年に見える。月借銭解ではに
みぶのひろしぬし
64
76
87
見える。葦
浦
継
手
経師。に見える。参照。
あしうらのつぎて
30
46
58
86
30
物
部
吉
麻
呂
造東大寺司の領。経師。に見える。参照。
もののべのきちまろ
うながし
46
86
46
中
臣舩
木
舩
麻
呂
『大日古』は中臣舩木麻呂におこしている。『日本古
なかとみのふなき ふな代人名辞典』も、中臣舩木麻呂と ていて、中臣舩木舩麻呂とはしていない。中臣舩木麻呂は舩木直麻呂にも作る 中臣舩麻呂は宝亀四年から宝亀六年に見え、月借銭解ではに舩木麻呂とともに見える。
85
中
臣舩
木
麻
呂
経師。月借銭解では
に見える。参照。
なかとみのふ きのまろ
26
49
63
85
86
102
26
音
太
部
野
上
経師。月借銭解では
に見える。参照。
おとべののがみ
38
45
60
95
106
38
采
女
千
縄
経師。宝亀五年から六年に見える。
うねめのちなは卜
部
忍
男
占部忍男か。占部忍男は月借銭解では
に見える。
うらべのおしを
14
49
62
85
97
102
桒
内
真
公
経師。宝亀二年から七年まで奉写一切経所に奉仕した。月借
くはうちのまぎみ銭解で
に見える。
15
21
28
62
76
86
93
95
102
工清
成
経師。
に見える。巧にも作る。参照。
たくみのきよなり
7
10
20
38
79
86
7
＊左端は切断されて第紙に貼り継がれており、日付・裁可記録などが
37
なくなっている。
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二例から「食」を「たまふ」と読むことがわかる。この二例は、「御酒をいただく」の意で本動詞。命令形が「倍」（乙類の仮名）になるのは
へ
下二段活用。「美毛止乃加多知支支多末部爾多天萬都利阿久」（万葉仮
みもとのかたちきたまへにたてまつりあく
名文書甲）も「御許 状聞き食へに奉り上ぐ」すなわち、あなた様のご
たま
様子を聞かせていただきにこの手紙を差し上げます、の意であろう。「聞食」はにも見える。
302
乞
欲
二字で「乞う」意。『大日古』では他にもう一例のみ見える。
「優婆大原牛養右人、不堪擔夫、乞欲預彼所雜使、不勝望情、謹表
ママ
不次」（二十五ノ八〇（朝明人君啓））（…右の人擔夫に堪へず 彼の所の雑使に預からむことを乞欲ふ。望む情に勝へず 謹みて表す。…）
こ
あ
類似の表現に「希欲」がある。「可成選也、又五年之考等、希欲聞
食」（『大日古』十五ノ一二四） 選成 可きや、又、五年の考等、聞き食へむことを希欲ふ…）これも二字で「希ふ」意。 聞き食ふ」は同
たま
ねが
ねが
きたま
じく「聞かせていただく」の意。
｢ 乞欲
｣ 「希欲」も仏典にはよく現れる。
｢ 衣弊服麁穢所住無安處所欲往至詣乞欲係餬口
｣ （竺法護訳『仏五
百弟子自説本起経』、『大正蔵』第四巻一九九 一九二頁下）、「当
No.
共入海採求珍寶。人民聞令退還者多。又諸貧乞欲規採寶。」（竺法護訳『正法華經』、『大正蔵 第九巻二六三、九 頁下）、「若有苾芻已
No.
足食竟。更有施主與五嚼五噉美好余食。時諸苾芻情希欲食者。彼 応浄洗手。」（義浄訳『根本説一切有部毘奈耶 、『大正蔵』第二三巻
No.
一四四二、八二二上）、「爾時善財童子 依彌勒菩薩摩訶薩教 漸次而行。経由一百一十余城已。到普門国蘇摩那城、住其門所思惟文殊師利。隨順観察周旋求覓、希欲奉観 」（実叉難陀訳『大方廣仏華厳経』巻第八十、『大蔵経』第一〇巻七九、四三九頁中）など。
No.
「苾芻」は「比丘」に同じ 古事』『日本書紀』『万葉集』には一例もなく、六国史中、『続日本紀』に一例見えるのみである。「このごろ・このところ」の意である。時間を表す接尾辞「者」のつく「今者」 『日本書紀』に五例、 古事記』に一例、『続日本紀』に九例見える。「このごろ」の意味の類似の表現として、「比日間」（正倉院文書、六国史）、「比日之間」
3
0
（正倉院文書、続日本紀、続日本後紀）、「比来之間」（正倉院
6
4
1
古文書、続日本紀、日本後紀） 「頃 間」（正倉院古文書、
3
1
1
1
六国史）などがある。『 書紀』には「間」のつくこれら 例は一
0
例もない。『万葉集』でも「このころ とよませるのは 比日 「比者」「比来」が多く、そのほか、「日来」「頃日 頃者」「此 」「廼者」で、「間」の付くものはない。「比来之間 という例が二例見えるが、これらは それぞれ音律から考えて このころのまの」「このころのあひだ とよんでいる。『古事記』には「頃者」「今者」が見えるのみである。可
不
之
状
願い出たことが可なのか不可なのかということ。
聞
食
ききたまふ「たまふ」は下二段活用の補助動詞。聞かせていた
だくの意。日本語の謙譲表現を漢字を用いて している。解文ではあるが、途中から啓（手紙文） ように っているため 語的謙譲表現が出てきたものであろう。 天皇
我大命
良末等
宣
布大命
乎衆聞食
倍止
宣」
ききたま
へと
（『大日古』巻四ー二二五頁孝謙天皇詔）、 天皇御命
乎衆聞食
倍止
ききたま
へと
宣」（宝亀三年三月二日・宣命第五十三詔）など宣命に例 多数ある。「頓首啓進上表紙四枚墨一
皺
筆一柄右件物為奉写私経、進上
如件（中略）又経奉写消息、且欲聞食、頓首啓…」（『大日古』巻
ききたまへむ
九―二〇九頁）という手紙の例 、お願いしてある私写経 進捗状況を聞 せていただきたい、というも であろう。「黒紀白紀
乃御酒
乎赤丹
乃
保
仁多末倍惠良
伎」（天平神護元年十一月条・宣命第三十八詔）と「黒
たまへ
記白記
乃御酒食
倍惠良
伎」（神護慶雲三年十一月条・宣命第四十六詔）の
たま
へ
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二例から「食」を「たまふ」と読むことがわかる。この二例は、「御酒をいただく」の意で本動詞。命令形が「倍」（乙類の仮名）になるのは
へ
下二段活用。「美毛止乃加多知支支多末部爾多天萬都利阿久」（万葉仮
みもとのかたちきたまへにたてまつりあく
名文書甲）も「御許 状聞き食へに奉り上ぐ」すなわち、あなた様のご
たま
様子を聞かせていただきにこの手紙を差し上げます、の意であろう。「聞食」はにも見える。
302
乞
欲
二字で「乞う」意。『大日古』では他にもう一例のみ見える。
「優婆大原牛養右人、不堪擔夫、乞欲預彼所雜使、不勝望情、謹表
ママ
不次」（二十五ノ八〇（朝明人君啓））（…右の人擔夫に堪へず 彼の所の雑使に預からむことを乞欲ふ。望む情に勝へず 謹みて表す。…）
こ
あ
類似の表現に「希欲」がある。「可成選也、又五年之考等、希欲聞
食」（『大日古』十五ノ一二四） 選成 可きや、又、五年の考等、聞き食へむことを希欲ふ…）これも二字で「希ふ」意。 聞き食ふ」は同
たま
ねが
ねが
きたま
じく「聞かせていただく」の意。
｢ 乞欲
｣ 「希欲」も仏典にはよく現れる。
｢ 衣弊服麁穢所住無安處所欲往至詣乞欲係餬口
｣ （竺法護訳『仏五
百弟子自説本起経』、『大正蔵』第四巻一九九 一九二頁下）、「当
No.
共入海採求珍寶。人民聞令退還者多。又諸貧乞欲規採寶。」（竺法護訳『正法華經』、『大正蔵 第九巻二六三、九 頁下）、「若有苾芻已
No.
足食竟。更有施主與五嚼五噉美好余食。時諸苾芻情希欲食者。彼 応浄洗手。」（義浄訳『根本説一切有部毘奈耶 、『大正蔵』第二三巻
No.
一四四二、八二二上）、「爾時善財童子 依彌勒菩薩摩訶薩教 漸次而行。経由一百一十余城已。到普門国蘇摩那城、住其門所思惟文殊師利。隨順観察周旋求覓、希欲奉観 」（実叉難陀訳『大方廣仏華厳経』巻第八十、『大蔵経』第一〇巻七九、四三九頁中）など。
No.
「苾芻」は「比丘」に同じ 古事』『日本書紀』『万葉集』には一例もなく、六国史中、『続日本紀』に一例見えるのみである。「このごろ・このところ」の意である。時間を表す接尾辞「者」のつく「今者」 『日本書紀』に五例、 古事記』に一例、『続日本紀』に九例見える。「このごろ」の意味の類似の表現として、「比日間」（正倉院文書、六国史）、「比日之間」
3
0
（正倉院文書、続日本紀、続日本後紀）、「比来之間」（正倉院
6
4
1
古文書、続日本紀、日本後紀） 「頃 間」（正倉院古文書、
3
1
1
1
六国史）などがある。『 書紀』には「間」のつくこれら 例は一
0
例もない。『万葉集』でも「このころ とよませるのは 比日 「比者」「比来」が多く、そのほか、「日来」「頃日 頃者」「此 」「廼者」で、「間」の付くものはない。「比来之間 という例が二例見えるが、これらは それぞれ音律から考えて このころのまの」「このころのあひだ とよんでいる。『古事記』には「頃者」「今者」が見えるのみである。可
不
之
状
願い出たことが可なのか不可なのかということ。
聞
食
ききたまふ「たまふ」は下二段活用の補助動詞。聞かせていた
だくの意。日本語の謙譲表現を漢字を用いて している。解文ではあるが、途中から啓（手紙文） ように っているため 語的謙譲表現が出てきたものであろう。 天皇
我大命
良末等
宣
布大命
乎衆聞食
倍止
宣」
ききたま
へと
（『大日古』巻四ー二二五頁孝謙天皇詔）、 天皇御命
乎衆聞食
倍止
ききたま
へと
宣」（宝亀三年三月二日・宣命第五十三詔）など宣命に例 多数ある。「頓首啓進上表紙四枚墨一
皺
筆一柄右件物為奉写私経、進上
如件（中略）又経奉写消息、且欲聞食、頓首啓…」（『大日古』巻
ききたまへむ
九―二〇九頁）という手紙の例 、お願いしてある私写経 進捗状況を聞 せていただきたい、というも であろう。「黒紀白紀
乃御酒
乎赤丹
乃
保
仁多末倍惠良
伎」（天平神護元年十一月条・宣命第三十八詔）と「黒
たまへ
記白記
乃御酒食
倍惠良
伎」（神護慶雲三年十一月条・宣命第四十六詔）の
たま
へ
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高向小祖月借銭解二十二ノ四一五～四一六続続修四十―二裏第紙
88
35
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。合はせて二百文
右の錢は一月の内を限りて請ふ所件の如し。謹みて以て申す。
寳龜五年四月廿七日高向小祖
「員に依りて行へ私」（別筆・朱）「七月七日を以 二百六十文を納む。〈二百文は本、六十文は二月之（返済記録）
の
利〉」注釈合
二
百
文
『大日本古文書』は「合」を翻刻し落としている。
高
向
小
祖
経師。月借銭解では
に見える。参照。
たかむこのこおや
17
19
22
74
75
82
88
17
私
写経所内部での財源による区分か。の注釈「一切」参照。
3
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正倉院文書の訓読と注釈　月借銭解編　第八分冊
高向小祖月借銭解二十二ノ四一五～四一六続続修四十―二裏第紙
88
35
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。合はせて二百文
右の錢は一月の内を限りて請ふ所件の如し。謹みて以て申す。
寳龜五年四月廿七日高向小祖
「員に依りて行へ私」（別筆・朱）「七月七日を以 二百六十文を納む。〈二百文は本、六十文は二月之（返済記録）
の
利〉」注釈合
二百文
『大日本古文書』は「合」を翻刻し落としている。
高
向
小
祖
経師。月借銭解では
に見える。参照。
たかむこのこおや
17
19
22
74
75
82
88
17
私
写経所内部での財源による区分か。の注釈「一切」参照。
3
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五百木部眞勝月借銭解二十二ノ四一六続続修三十一―四裏第紙
89
21
訓読文
状を具さにし、以て解す。
寳龜五年四月廿八日専受五百木部眞勝
償人
石川宮衣
注釈専
受
一人でこの借銭を受け取り、債務を負うことを表す。の注釈お
2
よび補注参照。五
百
木
部
眞
勝
経師。伊福部にもつくる。宝亀三年から七年に見える。
いほきべのまかつ月借銭解ではここのみに見える。償
人
『大日本古文書』は「償足」と翻刻するが 「償人」の誤りだろ
う。債務者の逃亡如何に拘わらず支払い保証をする人。の注釈「保」参照。
1
石
川
宮
衣
経師。月借銭解では
に見える。
いしかわみのやぎぬ
33
52
71
75
89
＊前欠である
― 22 ―― 23 ―
正倉院文書の訓読と注釈　月借銭解編　第八分冊
五百木部眞勝月借銭解二十二ノ四一六続続修三十一―四裏第紙
89
21
訓読文
状を具さにし、以て解す。
寳龜五年四月廿八日専受五百木部眞勝
償人
石川宮衣
注釈専
受
一人でこの借銭を受け取り、債務を負うことを表す。の注釈お
2
よび補注参照。五百木
部
眞
勝
経師。伊福部にもつくる。宝亀三年から七年に見える。
いほきべのまかつ月借銭解ではここのみに見える。償
人
『大日本古文書』は「償足」と翻刻するが 「償人」の誤りだろ
う。債務者の逃亡如何に拘わらず支払い保証をする人。の注釈「保」参照。
1
石
川
宮
衣
経師。月借銭解では
に見える。
いしかわみのやぎぬ
33
52
71
75
89
＊前欠である
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金月足・丈部濱足連署月借銭解二十二ノ四一六～四一七続続修四十―二裏第紙
90
33
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。合はせて参佰文〈利は毎百文に十五文を加ふ。〉
ひゃくもんごと
右は、一箇月の内を限りて本利并せて将に進上せむ。仍りて状を注して以て解す。
寳龜五年四月廿九日
金月足丈部濱足
「員に依りて行へ知識分」（別筆・朱）「七月五日を以 四百文を納む。〈三百は本、一百は利〉」（返済記録・朱）注釈参
佰
文
「参」の字体は写真参照。桑原祐子『正倉院文書の国語学的研
究』「文字の形と語の識別
ー
「参」の二つの字形」参照。「佰」も一
画少ない字体。写真参照。本
利
并
「并本利」が正格の語順。の注釈およびの注釈「本利共
2
1
備」参照。知
識
分
写経所内部での財源による区分か。の注釈「司」および参
1
85
照。金
月
足
経師。月借銭解では
に見える。参照。
こむのつきたり
3
29
42
52
66
68
83
90
100
103
3
丈
部
濱
足
経師。天平勝宝六年から宝亀六年までに見える。月借銭解
はせつかべのはまたりでは
に見える。
2
29
34
52
62
66
75
90
103
105
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正倉院文書の訓読と注釈　月借銭解編　第八分冊
金月足・丈部濱足連署月借銭解二十二ノ四一六～四一七続続修四十―二裏第紙
90
33
訓読文謹みて解す。月借錢を請ふ事を申す。合はせて参佰文〈利は毎百文に十五文を加ふ。〉
ひゃくもんごと
右は、一箇月の内を限りて本利并せて将に進上せむ。仍りて状を注して以て解す。
寳龜五年四月廿九日
金月足丈部濱足
「員に依りて行へ知識分」（別筆・朱）「七月五日を以 四百文を納む。〈三百は本、一百は利〉」（返済記録・朱）注釈参
佰
文
「参」の字体は写真参照。桑原祐子『正倉院文書の国語学的研
究』「文字の形と語の識別
ー
「参」の二つの字形」参照。「佰」も一
画少ない字体。写真参照。本
利
并
「并本利」が正格の語順。の注釈およびの注釈「本利共
2
1
備」参照。知
識
分
写経所内部での財源による区分か。の注釈「司」および参
1
85
照。金
月
足
経師。月借銭解では
に見える。参照。
こむのつきたり
3
29
42
52
66
68
83
90
100
103
3
丈
部
濱
足
経師。天平勝宝六年から宝亀六年までに見える。月借銭解
はせつかべのはまたりでは
に見える。
2
29
34
52
62
66
75
90
103
105
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【３】声の大きさは、声帯を通過する息の量が深く関わっている 
つまり、呼吸がスムーズであることが、楽に歌うのに
最も重要である。
   ちなみに、声帯は息が通ると自動的に閉じようとする性質があるので、意図的に声帯を鳴らそうと
力を入れると、声帯が締まりすぎて傷んでしまう。（炎症やポリープの原因に）
■では、呼吸をスムーズにするにはどうすれば良いのか？
   （１）下半身をしっかり…足腰の筋肉が呼吸の安定に関わっている
   （２）上半身はゆるめる…喉と横隔膜の動きをスムーズにするため
【４】上記（１）（２）に役立つエクササイズの例
   （ａ）ひじまる体操    （ｂ）開脚スクワット
   （ｃ）鎖骨の下や小胸筋（脇の少し内側）をほぐす
   （ｄ）背中・肩甲骨まわり・肩などが凝ってないか調べ、ほぐしましょう
   （ｅ）手で肋骨を触りながら、ひじまる体操をしてみましょう
   （ｆ）開脚スクワット＆肩入れ・天井を見る
【５】声を大きくしたいときに取ると良い方法
   （ａ）上記【４】で紹介したエクササイズ
   （ｂ）歌詞の発音（特に子音）を軽く＆やわらかくする
（ｃ）膝を軽く曲げた状態のまま歌う
（ｄ）骨盤の前の左右を、両手で上下にさすりながら歌う
【６】座って歌うときに良い姿勢          【図２ 骨盤】
   ⇒「骨盤の下【坐骨】で座る」
イスの上で、上体を
腰から左右に揺らしてみましょう
【７】口と喉は開けなければならない！？
  （ａ）まずは口やアゴの骨格について
理解しましょう《下図参照》
     →見かけ上の口と、骨格上の口は違うことを
確認
     →上あごは頭蓋骨に固定されていて、下あご
のみ動くことができる
     →舌に余計な力が入ると声が出にくくなる
…顔を上や下に向けすぎると舌が硬く
なる
  （ｂ）喉はもともと開いています！
→なので、意識的に喉を開けようとしても逆効果になることがほとんど
ためしに、わざと喉を開けてみましょう…どうなりますか？
→つまり、喉をはじめ口（舌）・首・肩などがリラックスできていれば、
喉は勝手に開いていてくれることを理解しましょう
※耳の横を指で触りながら口をゆっくり開閉し、上に書いてあることを確認しましょう

      【図３ 頭蓋骨】               【図４ のど】






図の引用
図 1）伊豆ネット：「伊豆に暮らす ～健康暮らし応援隊～絆」http://www.izunet.jp/kurasu/kizuna/1006.htm
図 2）北九州整体院：「トップページ」https://www.melbourneblogs.net/
図 3）コトバンク：「デジタル大辞泉“頭蓋骨”」https://kotobank.jp/word/%E9%A0%AD%E8%93%8B%E9%AA%A8-
103185
図 4）対馬いづはら病院 耳鼻咽喉科「「ノドの痛み」を考える その①ノドとはどんな部位なのか？」
   http://www008.upp.so-net.ne.jp/kyusyu20/jibikanohanasi/page054.html
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